
月
に
始
ま
っ
た
広
報
た
は
ら
の
消
防
か
わ

ら
版
の
第
１
回
か
ら
連
載
し
て
い
ま
す
。

当
時
の
消
防
署
は
、
田
原
町
役
場
か
ら
移

転
し
た
ば
か
り
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、「
消

太
が
行
く
！
」
は
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
30
周
年
を
迎
え
た
今
年
度
、

「
復
刻
版
、
消
太
が
行
く
！
」
と
題
し
て
、

白
黒
時
代
の

作
品
を
カ

ラ
ー
で
掲
載

し
て
い
き
ま

す
。

▼
消
防
署

☎
23‐４
０
７
５

23‐２
４
４
０

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

〈
ヨ
コ
の
カ
ギ
〉

②
全
身
が
黒
い
鳥

④
洋
服
な
ど
の
、合
わ
せ
る
部
分
に

付
け
て
留
め
る
も
の

⑤
8
本
足
の
生
き
物
。西
欧
で
は
デ
ビ

ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
と
呼
ば
れ
て
い
る

⑥
直
感
的
に
悟
る
、心
の
働
き

⑧
節
分
に
ま
く
食
べ
物

⑨
縁
起
の
い
い
魚
。お
め
で
た
い
魚

▼
賞
品
＝
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

田
原
市
防
火
協
会
か
ら
記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

▼
締
切
り
＝
６
月
29
日（
金
）※
消
印

有
効

▼
発
表
＝
記
念
品
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
と
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
答
え
と
郵

便
番
号・住
所・氏
名・年
齢・職
業・電

話
番
号・消
防
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。多
数
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
あ
て
先
＝
田
原
市
消
防
署　

〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住
所
不
要
）

「
消
防
か
わ
ら
版
」

【
春
号
の
答
え　
エ
キ
デ
ン
】

（
応
募
総
数
37
通
中
、正
解
37
通
）

〈
タ
テ
の
カ
ギ
〉

①
毎
年
３
月
１
日
～
７
日
は
春
の
火
災
○
○
運
動

②
難
し
い
の
反
対

③
酢
飯
と
ネ
タ
と
呼
ば
れ
る
具
材
を
使
っ
た

日
本
料
理

⑥
浦
島
太
郎
を
竜
宮
城
ま
で
連
れ
て
行
っ
た
動
物

⑦
端
午
の
節
句
で
飾
ら
れ
る
も
の
○
○
の
ぼ
り

カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め
た
ら
、Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
の
順
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

◉水中無線機

　水中での潜水活動時に、潜
水士と陸上隊員が会話する
ことができる資器材です。
　的確で効率的な潜水活動
ができ、安全性の向上にもつ
ながっています。

復刻版
復
刻
版

「
消
太
が
行
く
！
」

Ａ① ②

④

③

⑤    

⑥ B Ｃ⑦

⑨Ｄ⑧

◦当時の消防署（昭和63年）
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